
小松商工会議所
Komatsu Chamber of Commerce & Industry

会 報 Ｃontents
－ 今月の主な内容 －

 表紙 新入社員教育講座
 2 令和3年度通常議員総会・評議員会
 4 新型コロナウイルス感染症に係る
  最新情報等
 5 中小企業相談所コーナー
  ／ＩＳＩＣＯコーナー
 6 ＬＯＢＯ調査／雇用情報
 8 会議所の動き
 １0 華つうしん
 １1 会員事業所紹介 （同）ニュートラル環境工房
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社会人としての社会

ビジネスマナーを学ぶ

入
新

社
員
教
育
講
座



Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

は
新
規
事
業

（単位：千円）

収入 支出
令和４年度
小松商工会議所収支予算

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
流

れ
を
、
販
路
拡
大
や
業
態
転
換
な
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
に
広
げ
る
経
営
力

向
上
に
向
け
た
事
業
の
支
援
や
、
労

働
人
材
確
保
維
持
に
向
け
た
取
り
組

み
へ
の
支
援
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
の
策
定
推
進
、
働
き
方
改
革
の

更
な
る
推
進
等
の
事
業
を
盛
り
込
み
、

中
小
企
業
事
業
者
や
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
な
経
営
安
定
を
図
っ
て
い

く
。

　
ま
た
、
本
所
は
本
年
で
創
立
80
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
の
１
０
０

周
年
に
向
け
て
記
念
式
典
の
ほ
か
、

（
仮
称
）
新
会
館
建
設
構
想
特
別
委

員
会
、（
仮
称
）
新
幹
線
・
空
港
活
用

に
よ
る
地
域
活
性
化
方
策
検
討
特
別

委
員
会
の
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
各
種
の
周
年
事
業
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

主
な
事
業
計
画

感
染
症
を
克
服
し
事
業
再
構
築
・

承
継
・
再
生
を
目
指
す
後
押
し 

〜
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
活
力
強
化
〜 

１ 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
社
会
へ
の

対
応
支
援 

❶ 

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

（
日
商
委
託
）

・
事
業
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け
る
事

業
者
か
ら
の
経
営
相
談
や
各
種
補
助

金
・
助
成
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
対
応

等
を
行
う
た
め
、
当
所
窓
口
に
中
小

企
業
診
断
士
等
を
配
置
し
、
支
援
体

制
の
強
化
を
図
る
。

総会の様子

挨拶をする西会頭

　
本
所
で
は
令
和
３
年
度
通
常
議
員
総
会
・

評
議
員
会
が
議
員
、
評
議
員
ら
73
名
の
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
興
と

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
支
援
を
拡
充

3月22日

令
和
３
年
度  

通
常
議
員
総
会・評
議
員
会

一般会計

交付金
負担金
6,000

中小企業相談所会計 会館会計 共済事業会計

❷
経
営
力
強
化
総
合
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
（
県
補
助
）

・
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克
つ
新
分
野
進
出
、

新
商
品
開
発
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
前

向
き
な
取
組
み
を
行
う
事
業
者
に
対

し
、
専
門
家
を
派
遣
し
、
支
援
を
行

う
。

❸
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備

事
業
（
日
商
委
託
）

・
働
き
方
改
革
関
連
法
、
税
制
度
の
変

更
等
制
度
改
正
に
伴
う
諸
課
題
に
対

し
て
、
事
業
者
が
円
滑
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
を

行
う
。

❹
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・セ
ミ
ナ
ー
、個
別
相
談
、I
S
I
C
O

等
支
援
機
関
連
携
に
よ
る
相
談

❺
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

対
策
事
業

・
予
期
せ
ぬ
感
染
拡
大
が
発
生
し
た
場

合
に
事
業
者
を
支
え
る
事
業
を
展
開

２ 

デ
ジ
タ
ル
改
革
・
実
装
に
よ
る
体

質
強
化
支
援

❶
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
体
質
強
化
支
援
事
業 

   （
再
掲
）
経
営
力
強
化
総
合
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
5
、
0
0
0
の
内
枠

・
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化

の
流
れ
を
業
務
効
率
に
留
ま
ら
ず
、

越
境
Ｅ
Ｃ
等
も
含
め
た
販
路
拡
大
や

業
態
転
換
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
ま
で

広
げ
る
経
営
力
向
上
の
柱
と
し
て
強

力
に
支
援

３ 

中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
経
営

向
上
へ
の
対
策
事
業

❶
創
業
者
支
援

❷
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

・
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

・
経
営
計
画
作
成
支
援

・
経
営
支
援
基
幹
（
経
営
カ
ル
テ
管
理
）

シ
ス
テ
ム
（
B
I
Z
ミ
ル
）
運
用

・
支
援
能
力
向
上
研
修

・
経
営
発
達
支
援
計
画
の
評
価

❸
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
促
進

❹
新
製
品
・
新
技
術
・
６
次
産
業
品
開

発
支
援
（
助
成
金
）

❺
経
営
革
新
設
備
支
援
（
助
成
金
）

❻
経
営
講
習
会
開
催

❼
制
度
融
資
の
斡
旋
及
び
推
薦

❽
利
子
補
給
（
移
住
創
業
者
向
け
）

❾
利
子
補
給
（
小
規
模
事
業
者
向
け
）

10
記
帳
代
行
及
び
記
帳
継
続
指
導

11
小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
の
連
絡
会

12
各
種
調
査
研
究
・
情
報
収
集
の
強
化

13
啓
発
用
施
策
物
の
普
及

14
地
域
産
業
活
性
化
事
業 

15
小
松
市
青
色
申
告
会
と
の
連
携

４ 

働
き
方
改
革
、
恒
常
的
人
材
不
足

へ
の
対
応
、
外
国
人
材
、
女
性
等

の
活
躍
支
援

❶
働
き
方
改
革
推
進
支
援
事
業

・
人
材
を
求
め
る
企
業
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
求
人
活
動
に
活
用
可
能
な
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
成
。
こ
れ
を
集
約
し
、

小
松
市
で
働
く
こ
と
に
魅
力
が
あ
る

と
感
じ
る
も
の
と
し
て
製
作
。

❷
健
康
経
営
の
推
進

❸
外
国
人
材
活
躍
推
進

　
外
国
人
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運

営
費

・
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

・
外
国
人
活
躍
基
盤
支
援
（
多
言
語
通

訳
機
活
用
）

❹
労
働
事
情
実
態
調
査

５ 

海
外
展
開
等
新
た
な
市
場
に
挑
戦

す
る
支
援

❶
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小
企
業・小
規

模
事
業
者
体
質
強
化
支
援
事
業（
再
掲
）

６ 

相
談
環
境
整
備
に
よ
る
体
制
強
化

❶
会
館
機
能
整
備
事
業

・
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え

る
様
々
経
営
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
相
談
し
や
す
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
も
対
応
で
き
る
相
談
ブ
ー
ス
を
設

置地
方
創
生
へ
の
再
起
動

〜
地
域
ぐ
る
み
の
地
方
創
生

の
実
現
〜

１ 

観
光
振
興
･
地
域
資
源
の
活
用
事
業 

❶
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
観
光
開
発
事

業
（
能
登
地
区
と
の
連
携
）

❷
日
本
遺
産
の
利
活
用
推
進
（
助
成
金
）

❸
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
事
業
（
南
加

賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会
）

❹
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
実
施

❺
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
の
発
信

２ 

小
松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業

❶
近
隣
ア
ジ
ア
経
済
交
流

❷
国
内
・
国
際
線
拡
充
強
化
事
業
（
推

進
協
負
担
金
）

❸
小
松
空
港
活
性
化
事
業
（
石
川
県
負

担
金
）

❹
基
地
友
の
会
を
含
む
空
港
関
連
負
担
金 

３ 

北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業 

❶
北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業

（
開
業
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
）

❷
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
産
業
観

光
推
進
事
業
（
市
補
助
）

・
事
業
者
・
小
松
市
・
日
本
観
光
振
興

協
会
に
よ
る
産
業
観
光
イ
ベ
ン
ト
Ｇ

Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
運
営

❸
産
業
観
光
受
入
れ
へ
の
後
押
し
（
助

成
金
）

❹
小
松
能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議

❺
県
民
推
進
会
議
・
陳
情
要
望
他

４ 

公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
事
業 

❶
産
学
連
携
海
外
研
修

５ 

青
少
年
育
成
支
援
事
業 

❶
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
の

実
施

６ 

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
対
応 

❶
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
支
援

・
小
松
市
と
共
同
に
よ
る
事
業
者
向
け

計
画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

・
事
業
者
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
配
布

新
た
な
時
代
の
商
工
会
議
所
へ

〜
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
商

工
会
議
所
〜

１ 

地
域
に
根
ざ
す
商
工
会
議
所
活
動

事
業

❶
常
議
員
会
・
議
員
総
会
等
各
種
会
議

❷
委
員
会
部
会
活
動
・
調
査
研
究
費
助
成

・
海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
代
替
と
し
て
、
委

員
会
視
察
の
助
成
金
を
増
額

❸
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
充
実
･
強
化

❹
会
員
事
業
所
の
共
済
制
度
の
普
及
促
進

❺
原
産
地
証
明
等
貿
易
証
明
の
発
給

❻
ふ
る
さ
と
小
松
検
定

❼
遊
泉
寺
銅
山
も
の
が
た
り
パ
ー
ク
活

用
支
援
（
式
典
含
）

❽
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト

❾
小
松
商
工
祭

10
こ
ま
つ
姫
御
前

11
コ
マ
ツ
オ
ー
プ
ン
支
援

12
国
道
３
６
０
号
（
飛
騨
地
域
〜
小
松

空
港
間
）
推
進

13
基
地
立
地
商
工
会
議
所
懇
談
会

14
ま
ち
な
か
活
性
化
支
援
事
業

15
会
報
発
行
・
会
員
向
け
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
発
信

16
簿
記
・
珠
算
・
福
祉
住
環
境
・
販
売
士

等
の
各
種
検
定
の
普
及
促
進

・
団
体
受
験
の
実
施
（
簿
記
）

17
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

18
業
種
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

19
会
員
大
会
（
記
念
式
典
を
除
く
）・
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等

20
会
員
増
強
活
動

21
法
定
台
帳
の
整
備

22
そ
の
他

・
日
本
商
工
会
議
所
・
石
川
県
商
工
会

議
所
連
合
会
等
と
の
連
携

・
小
松
市
・
市
議
会
お
よ
び
石
川
県
・

県
議
会
等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

・
石
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
加
賀
サ

テ
ラ
イ
ト
と
の
連
携

・
石
川
県
・
小
松
市
・Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ・
金

融
機
関
と
の
連
携
強
化

・
職
員
の
資
質
向
上

２ 

商
工
会
議
所
会
館
の
管
理
運
営

❶
事
務
局
内
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

❷
老
朽
設
備
改
修
等
修
繕
工
事

❸
会
館
の
維
持
管
理
並
び
に
有
効
利
用

の
推
進

３ 

創
立
80
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め

と
す
る
周
年
事
業
の
実
施

　 

〜
当
地
域
の
成
長
の
実
現
を
目
指

し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
〜

❶
記
念
式
典

❷
特
別
委
員
会
の
設
置

・（
仮
称
）新
会
館
建
設
構
想
特
別
委
員
会

・（
仮
称
）新
幹
線・空
港
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
方
策
検
討
特
別
委
員
会

❸
友
好
商
工
会
議
所
等
と
の
交
流
会

❹
特
別
講
演
会
（
講
師
費
用
）

❺
会
頭
杯
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

❻
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
製
作

103,210

繰越金
7,000

事業収入
13,160

その他
3,780

その他 280
積立金 11,750

予備費 1,380 その他 410

積立金 1,000

事業費
3,400

その他
860

積立金
取崩し収入
10,500 積立金

取崩し収入
7,000

会費
60,760

事業収入
7,690

交付金負担金
17,260

87,640

107,660

事業費
48,490

管理費
55,390

交付金
74,480 46,400 49,010

事業費
30,300

管理費
17,300

事業収入
39,400

185,110

164,150

管理費
26,890

受取
保険料
133,000

送金
保険料
133,000

事業収入
52,110

97,750

事業費
67,760

管理費
16,580

3 2小松商工会議所［2022.4］

令和3年度 通常議員総会・評議員会 令和3年度 通常議員総会・評議員会
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収入 支出
令和４年度
小松商工会議所収支予算

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
流

れ
を
、
販
路
拡
大
や
業
態
転
換
な
ど

の
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
に
広
げ
る
経
営
力

向
上
に
向
け
た
事
業
の
支
援
や
、
労

働
人
材
確
保
維
持
に
向
け
た
取
り
組

み
へ
の
支
援
、
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
の
策
定
推
進
、
働
き
方
改
革
の

更
な
る
推
進
等
の
事
業
を
盛
り
込
み
、

中
小
企
業
事
業
者
や
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
な
経
営
安
定
を
図
っ
て
い

く
。

　
ま
た
、
本
所
は
本
年
で
創
立
80
周

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
次
の
１
０
０

周
年
に
向
け
て
記
念
式
典
の
ほ
か
、

（
仮
称
）
新
会
館
建
設
構
想
特
別
委

員
会
、（
仮
称
）
新
幹
線
・
空
港
活
用

に
よ
る
地
域
活
性
化
方
策
検
討
特
別

委
員
会
の
２
つ
の
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
各
種
の
周
年
事
業
の
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

主
な
事
業
計
画

感
染
症
を
克
服
し
事
業
再
構
築
・

承
継
・
再
生
を
目
指
す
後
押
し 

〜
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
活
力
強
化
〜 

１ 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
社
会
へ
の

対
応
支
援 

❶ 

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

（
日
商
委
託
）

・
事
業
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け
る
事

業
者
か
ら
の
経
営
相
談
や
各
種
補
助

金
・
助
成
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
対
応

等
を
行
う
た
め
、
当
所
窓
口
に
中
小

企
業
診
断
士
等
を
配
置
し
、
支
援
体

制
の
強
化
を
図
る
。

総会の様子

挨拶をする西会頭

　
本
所
で
は
令
和
３
年
度
通
常
議
員
総
会
・

評
議
員
会
が
議
員
、
評
議
員
ら
73
名
の
出

席
の
も
と
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
な
ど
す
べ
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
再
興
と

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
支
援
を
拡
充

3月22日

令
和
３
年
度  

通
常
議
員
総
会・評
議
員
会

一般会計

交付金
負担金
6,000

中小企業相談所会計 会館会計 共済事業会計

❷
経
営
力
強
化
総
合
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
（
県
補
助
）

・
コ
ロ
ナ
に
打
ち
克
つ
新
分
野
進
出
、

新
商
品
開
発
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
前

向
き
な
取
組
み
を
行
う
事
業
者
に
対

し
、
専
門
家
を
派
遣
し
、
支
援
を
行

う
。

❸
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備

事
業
（
日
商
委
託
）

・
働
き
方
改
革
関
連
法
、
税
制
度
の
変

更
等
制
度
改
正
に
伴
う
諸
課
題
に
対

し
て
、
事
業
者
が
円
滑
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
な
ど
を

行
う
。

❹
事
業
承
継
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・セ
ミ
ナ
ー
、個
別
相
談
、I
S
I
C
O

等
支
援
機
関
連
携
に
よ
る
相
談

❺
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
特
別

対
策
事
業

・
予
期
せ
ぬ
感
染
拡
大
が
発
生
し
た
場

合
に
事
業
者
を
支
え
る
事
業
を
展
開

２ 

デ
ジ
タ
ル
改
革
・
実
装
に
よ
る
体

質
強
化
支
援

❶
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
体
質
強
化
支
援
事
業 

   （
再
掲
）
経
営
力
強
化
総
合
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
事
業
5
、
0
0
0
の
内
枠

・
コ
ロ
ナ
禍
で
加
速
し
た
デ
ジ
タ
ル
化

の
流
れ
を
業
務
効
率
に
留
ま
ら
ず
、

越
境
Ｅ
Ｃ
等
も
含
め
た
販
路
拡
大
や

業
態
転
換
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
ま
で

広
げ
る
経
営
力
向
上
の
柱
と
し
て
強

力
に
支
援

３ 

中
小
企
業
･
小
規
模
事
業
者
経
営

向
上
へ
の
対
策
事
業

❶
創
業
者
支
援

❷
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業

・
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会

・
経
営
計
画
作
成
支
援

・
経
営
支
援
基
幹
（
経
営
カ
ル
テ
管
理
）

シ
ス
テ
ム
（
B
I
Z
ミ
ル
）
運
用

・
支
援
能
力
向
上
研
修

・
経
営
発
達
支
援
計
画
の
評
価

❸
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売
促
進

❹
新
製
品
・
新
技
術
・
６
次
産
業
品
開

発
支
援
（
助
成
金
）

❺
経
営
革
新
設
備
支
援
（
助
成
金
）

❻
経
営
講
習
会
開
催

❼
制
度
融
資
の
斡
旋
及
び
推
薦

❽
利
子
補
給
（
移
住
創
業
者
向
け
）

❾
利
子
補
給
（
小
規
模
事
業
者
向
け
）

10
記
帳
代
行
及
び
記
帳
継
続
指
導

11
小
規
模
企
業
振
興
委
員
と
の
連
絡
会

12
各
種
調
査
研
究
・
情
報
収
集
の
強
化

13
啓
発
用
施
策
物
の
普
及

14
地
域
産
業
活
性
化
事
業 

15
小
松
市
青
色
申
告
会
と
の
連
携

４ 

働
き
方
改
革
、
恒
常
的
人
材
不
足

へ
の
対
応
、
外
国
人
材
、
女
性
等

の
活
躍
支
援

❶
働
き
方
改
革
推
進
支
援
事
業

・
人
材
を
求
め
る
企
業
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
求
人
活
動
に
活
用
可
能
な
Ｐ

Ｒ
動
画
を
作
成
。
こ
れ
を
集
約
し
、

小
松
市
で
働
く
こ
と
に
魅
力
が
あ
る

と
感
じ
る
も
の
と
し
て
製
作
。

❷
健
康
経
営
の
推
進

❸
外
国
人
材
活
躍
推
進

　
外
国
人
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運

営
費

・
外
国
人
雇
用
セ
ミ
ナ
ー

・
外
国
人
活
躍
基
盤
支
援
（
多
言
語
通

訳
機
活
用
）

❹
労
働
事
情
実
態
調
査

５ 

海
外
展
開
等
新
た
な
市
場
に
挑
戦

す
る
支
援

❶
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
中
小
企
業・小
規

模
事
業
者
体
質
強
化
支
援
事
業（
再
掲
）

６ 

相
談
環
境
整
備
に
よ
る
体
制
強
化

❶
会
館
機
能
整
備
事
業

・
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
抱
え

る
様
々
経
営
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
相
談
し
や
す
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
も
対
応
で
き
る
相
談
ブ
ー
ス
を
設

置地
方
創
生
へ
の
再
起
動

〜
地
域
ぐ
る
み
の
地
方
創
生

の
実
現
〜

１ 

観
光
振
興
･
地
域
資
源
の
活
用
事
業 

❶
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
観
光
開
発
事

業
（
能
登
地
区
と
の
連
携
）

❷
日
本
遺
産
の
利
活
用
推
進
（
助
成
金
）

❸
南
加
賀
商
工
観
光
推
進
事
業
（
南
加

賀
商
工
観
光
推
進
協
議
会
）

❹
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
の
実
施

❺
歌
舞
伎
の
ま
ち
小
松
の
発
信

２ 

小
松
空
港
の
国
際
化
推
進
事
業

❶
近
隣
ア
ジ
ア
経
済
交
流

❷
国
内
・
国
際
線
拡
充
強
化
事
業
（
推

進
協
負
担
金
）

❸
小
松
空
港
活
性
化
事
業
（
石
川
県
負

担
金
）

❹
基
地
友
の
会
を
含
む
空
港
関
連
負
担
金 

３ 

北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業 

❶
北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
推
進
事
業

（
開
業
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
）

❷
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
産
業
観

光
推
進
事
業
（
市
補
助
）

・
事
業
者
・
小
松
市
・
日
本
観
光
振
興

協
会
に
よ
る
産
業
観
光
イ
ベ
ン
ト
Ｇ

Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
運
営

❸
産
業
観
光
受
入
れ
へ
の
後
押
し
（
助

成
金
）

❹
小
松
能
美
鉄
道
利
用
連
携
会
議

❺
県
民
推
進
会
議
・
陳
情
要
望
他

４ 

公
立
小
松
大
学
と
の
連
携
事
業 

❶
産
学
連
携
海
外
研
修

５ 

青
少
年
育
成
支
援
事
業 

❶
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
の

実
施

６ 

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害

へ
の
対
応 

❶
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
支
援

・
小
松
市
と
共
同
に
よ
る
事
業
者
向
け

計
画
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

・
事
業
者
向
け
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
配
布

新
た
な
時
代
の
商
工
会
議
所
へ

〜
信
頼
さ
れ
期
待
さ
れ
る
商

工
会
議
所
〜

１ 

地
域
に
根
ざ
す
商
工
会
議
所
活
動

事
業

❶
常
議
員
会
・
議
員
総
会
等
各
種
会
議

❷
委
員
会
部
会
活
動
・
調
査
研
究
費
助
成

・
海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
代
替
と
し
て
、
委

員
会
視
察
の
助
成
金
を
増
額

❸
青
年
部
・
女
性
会
活
動
の
充
実
･
強
化

❹
会
員
事
業
所
の
共
済
制
度
の
普
及
促
進

❺
原
産
地
証
明
等
貿
易
証
明
の
発
給

❻
ふ
る
さ
と
小
松
検
定

❼
遊
泉
寺
銅
山
も
の
が
た
り
パ
ー
ク
活

用
支
援
（
式
典
含
）

❽
フ
ロ
ー
ラ
ル
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
テ
ス
ト

❾
小
松
商
工
祭

10
こ
ま
つ
姫
御
前

11
コ
マ
ツ
オ
ー
プ
ン
支
援

12
国
道
３
６
０
号
（
飛
騨
地
域
〜
小
松

空
港
間
）
推
進

13
基
地
立
地
商
工
会
議
所
懇
談
会

14
ま
ち
な
か
活
性
化
支
援
事
業

15
会
報
発
行
・
会
員
向
け
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
発
信

16
簿
記
・
珠
算
・
福
祉
住
環
境
・
販
売
士

等
の
各
種
検
定
の
普
及
促
進

・
団
体
受
験
の
実
施
（
簿
記
）

17
会
員
事
業
所
優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

18
業
種
別
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

19
会
員
大
会
（
記
念
式
典
を
除
く
）・
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等

20
会
員
増
強
活
動

21
法
定
台
帳
の
整
備

22
そ
の
他

・
日
本
商
工
会
議
所
・
石
川
県
商
工
会

議
所
連
合
会
等
と
の
連
携

・
小
松
市
・
市
議
会
お
よ
び
石
川
県
・

県
議
会
等
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

・
石
川
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
　
加
賀
サ

テ
ラ
イ
ト
と
の
連
携

・
石
川
県
・
小
松
市
・Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ・
金

融
機
関
と
の
連
携
強
化

・
職
員
の
資
質
向
上

２ 

商
工
会
議
所
会
館
の
管
理
運
営

❶
事
務
局
内
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

❷
老
朽
設
備
改
修
等
修
繕
工
事

❸
会
館
の
維
持
管
理
並
び
に
有
効
利
用

の
推
進

３ 

創
立
80
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め

と
す
る
周
年
事
業
の
実
施

　 

〜
当
地
域
の
成
長
の
実
現
を
目
指

し
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
〜

❶
記
念
式
典

❷
特
別
委
員
会
の
設
置

・（
仮
称
）新
会
館
建
設
構
想
特
別
委
員
会

・（
仮
称
）新
幹
線・空
港
活
用
に
よ
る

地
域
活
性
化
方
策
検
討
特
別
委
員
会

❸
友
好
商
工
会
議
所
等
と
の
交
流
会

❹
特
別
講
演
会
（
講
師
費
用
）

❺
会
頭
杯
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

❻
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
製
作

103,210

繰越金
7,000

事業収入
13,160

その他
3,780

その他 280
積立金 11,750

予備費 1,380 その他 410

積立金 1,000

事業費
3,400

その他
860

積立金
取崩し収入
10,500 積立金

取崩し収入
7,000

会費
60,760

事業収入
7,690

交付金負担金
17,260

87,640

107,660

事業費
48,490

管理費
55,390

交付金
74,480 46,400 49,010

事業費
30,300

管理費
17,300

事業収入
39,400

185,110

164,150

管理費
26,890

受取
保険料
133,000

送金
保険料
133,000

事業収入
52,110

97,750

事業費
67,760

管理費
16,580
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経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・新型コロナウイルスに関する経
営相談窓口を設置しています。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
新型コロナウイルス感染症による
金融支援制度を利用したい。

受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和4年3月20日現在）

（3）

（1,320）

令和4年度（2月
末まで）認定実績

5　件

2,020万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.22％（当初3年0.31％）
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

2　件

5,000万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.85％以内
　・期間 7年（実情に応じ10年）

2　件

1,500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 10年以内

13　件

13,489万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

3件 1,590万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

28件 9,469万円
零　細　分

新型コロナウイルスに関する相談やそれ以外の
ご相談の際も、事前にご連絡をお願いします。

金融情報

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：4月7日、14日、21日、28日
　　（毎週木曜日）13：00～15：50

新型コロナ感染症拡大状況により、中止とな
る場合があります。

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）
予約制

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構ISICO（公財）石川県産業創出支援機構 いしかわ起業小町

お問合せ
公益財団法人

石川県
産業創出支援
機構

公益財団法人石川県産業創出支援機構 産業振興部 新事業支援課
TEL：076-267-1145　FAX：076-268-4911　E-mail：kigyokomachi@isico.or.jp

起業を目指す女性にチャレンジできる場を提供し、起業の実現及び次のステップアップに
繋げることを目的として開催する「ポップアップショップ」の出店者を募集します。 

※詳細は右記QRコードを読み取り、ご覧ください。

4月より毎月４日間開催予定 
(原則：第2木曜日～日曜日) 

【第1期】 
4月  7日(木) ～ 4月10日(日)
5月12日(木) ～ 5月15日(日)
6月  9日(木) ～ 6月12日(日) 

第１期
ポップアップショップ
出店者募集 

募集期間：R4.3.1～R4.5.31 

販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

地域を支える小規模事業者の皆様へ
小規模事業者※1等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の支援を受けながら取り組む
販路開拓等の取組を支援

〔事例①〕 古民家に厨房を増設し、カフェとして営業を開始。地元商店街の飲食店とのコラボメニュー開発や、地域住民の
協力を得て様々なイベントをカフェで開催。売上は1.5倍ほどとなり、地域のコミュニケーションの場となっている。

応募開始：2022年3月下旬予定
応募締切：2022年6月予定（8次締切）※第9回受付締切以降のスケジュールについては、今後改めて

ご案内します。詳細は近日公開の公募要領をご覧ください。

応 募 方 法：jGrantsによる電子申請/郵送による申請
※電子申請に必要なGビズIDプライムアカウントの発行には、一定の期間がかかりますので、
　電子申請をお考えの方は、先にアカウントを発行することをお勧めします。

お問合せ先：生産性革命推進事業コールセンター
☎03-6837-5929 【受付時間】平日9:00～18:00（土日祝日除く）

〔事例②〕 飲食事業を行う蕎麦屋が、高性能フライヤーを導入し、地元特産のかき揚げをセットメニューに追加。また、地
元メディアに広告を出稿した結果、コロナ禍の中でも新規顧客の増加、顧客単価アップに繋がった。

活
用
例

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

❷賃金引上げ枠
事業場内最低賃金を地域別最低賃金より＋30円以上（既に達成している場合は、現在支給している、事業場内最
低賃金より＋30円以上）とした事業者
また、本枠を申請する事業者のうち業績が赤字の事業者は、補助率を3/4へ引き上げると共に加点による優先採
択を実施。

❸卒業枠
常時使用する従業員を増やし、小規模事業者の従業員数を超えて規模を拡大する事業者

❶通常枠
小規模事業者等が経営計画を策定して取り組む販路開拓等の取組を支援

❹後継者支援枠
将来的に事業承継を行う予定があり、新たな取組を行う後継者候補としてアトツギ甲子園のファイナリストになっ
た事業者

❺創業枠
産業競争力強化法に基づく認定市区町村や認定連携創業支援等事業者が実施した「特定創業支援等事業」による
支援を過去3か年の間に受け、かつ、過去3か年の間に開業した事業者

❻インボイス枠
2021年9月30日から2023年9月30日の属する課税期間で一度でも免税事業者であった又は免税事業者である
ことが見込まれる事業者のうち、インボイス発行事業者に登録した事業者

※

詳
細
は
近
日
公
開
の
公
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
伴
う
特
別
枠
の
拡
充

補助額：上限50～200万円　　補助率：2/3※2　　補助対象：チラシ作成、広告掲載、店舗改装など
※1 常時使用する従業
員数が「商業・サ
ービス業（宿泊業、
娯楽業を除く）」の
場合5人以下、そ
れ以外の業種の場
合20人以下である
事業者

※2 赤字事業者は3/4

「小規模事業者持続化補助金」が使いやすくなります！！

特別枠
成長・分配強化枠①通常枠類型

補助率 2/3 2/3※2 2/3
50万円 200万円 100万円補助上限

②賃金引上げ枠 ③卒業枠 ④後継者支援枠 ⑤創業枠
新陳代謝枠

⑥インボイス枠

jGrants
（ID取得）

速報版速報版

NEW

●詳しくは、
　小松商工会議所
　経営支援課
☎0761-21-3121

記帳機械化
記帳機械化
委託事業所
募　集

■対象者（本所会員の個人事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業（宿泊業及び娯楽業除く）は5名以下）
②年間所得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト
（freee）へ伝票入力のできる方

5 小松商工会議所［2022.4］ 4

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー 新型コロナウイルス感染症に係る最新情報等（令和4年3月23日時点）



経営相談

本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

相談場所 ●小松商工会議所  ☎0761-21-3121
会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・新型コロナウイルスに関する経
営相談窓口を設置しています。

【IT】
・インターネットで企業PRしたい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労働】
　雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
新型コロナウイルス感染症による
金融支援制度を利用したい。

受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和4年3月20日現在）

（3）

（1,320）

令和4年度（2月
末まで）認定実績

5　件

2,020万円

■マルケイ資金（内コロナ）
　無担保・無保証人
　 2,000万円（1,000万円）
　・利率 1.22％（当初3年0.31％）
　・期間 設備10年・運転7年

0　件

0万円

2　件

5,000万円

■創業者支援融資
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
　原則無担保
　 2,000万円
　・利率 1.7％以内
　・期間 7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.6％以内
　・期間 7年

0　件

0万円

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.85％以内
　・期間 7年（実情に応じ10年）

2　件

1,500万円

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.3％以内
　・期間 7年以内

■新型コロナウイルス特別融資
　 8,000万円（運転資金）
　・利率 1.0％以内
　・期間 10年以内

13　件

13,489万円

0　件

0万円

■地域商工業活性化融資
　 5,000万円（特認2億円）
　・利率 1.8％以内
　・期間 5年～15年
　（期間10年超の場合は、変動金利）

3件 1,590万円
創業者分

0件 0万円
女性若者シニア分

28件 9,469万円
零　細　分

新型コロナウイルスに関する相談やそれ以外の
ご相談の際も、事前にご連絡をお願いします。

金融情報

小松法律相談センター事業に
関する

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：4月7日、14日、21日、28日
　　（毎週木曜日）13：00～15：50

新型コロナ感染症拡大状況により、中止とな
る場合があります。

☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。

（金沢弁護士会）
予約制

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構ISICO（公財）石川県産業創出支援機構 いしかわ起業小町

お問合せ
公益財団法人

石川県
産業創出支援
機構

公益財団法人石川県産業創出支援機構 産業振興部 新事業支援課
TEL：076-267-1145　FAX：076-268-4911　E-mail：kigyokomachi@isico.or.jp

起業を目指す女性にチャレンジできる場を提供し、起業の実現及び次のステップアップに
繋げることを目的として開催する「ポップアップショップ」の出店者を募集します。 

※詳細は右記QRコードを読み取り、ご覧ください。

4月より毎月４日間開催予定 
(原則：第2木曜日～日曜日) 

【第1期】 
4月  7日(木) ～ 4月10日(日)
5月12日(木) ～ 5月15日(日)
6月  9日(木) ～ 6月12日(日) 

第１期
ポップアップショップ
出店者募集 

募集期間：R4.3.1～R4.5.31 

販路開拓を目指す小規模事業者等の皆様へ

地域を支える小規模事業者の皆様へ
小規模事業者※1等が経営計画を自ら策定し、商工会・商工会議所の支援を受けながら取り組む
販路開拓等の取組を支援

〔事例①〕 古民家に厨房を増設し、カフェとして営業を開始。地元商店街の飲食店とのコラボメニュー開発や、地域住民の
協力を得て様々なイベントをカフェで開催。売上は1.5倍ほどとなり、地域のコミュニケーションの場となっている。

応募開始：2022年3月下旬予定
応募締切：2022年6月予定（8次締切）※第9回受付締切以降のスケジュールについては、今後改めて

ご案内します。詳細は近日公開の公募要領をご覧ください。

応 募 方 法：jGrantsによる電子申請/郵送による申請
※電子申請に必要なGビズIDプライムアカウントの発行には、一定の期間がかかりますので、
　電子申請をお考えの方は、先にアカウントを発行することをお勧めします。

お問合せ先：生産性革命推進事業コールセンター
☎03-6837-5929 【受付時間】平日9:00～18:00（土日祝日除く）

〔事例②〕 飲食事業を行う蕎麦屋が、高性能フライヤーを導入し、地元特産のかき揚げをセットメニューに追加。また、地
元メディアに広告を出稿した結果、コロナ禍の中でも新規顧客の増加、顧客単価アップに繋がった。

活
用
例

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

❷賃金引上げ枠
事業場内最低賃金を地域別最低賃金より＋30円以上（既に達成している場合は、現在支給している、事業場内最
低賃金より＋30円以上）とした事業者
また、本枠を申請する事業者のうち業績が赤字の事業者は、補助率を3/4へ引き上げると共に加点による優先採
択を実施。

❸卒業枠
常時使用する従業員を増やし、小規模事業者の従業員数を超えて規模を拡大する事業者

❶通常枠
小規模事業者等が経営計画を策定して取り組む販路開拓等の取組を支援

❹後継者支援枠
将来的に事業承継を行う予定があり、新たな取組を行う後継者候補としてアトツギ甲子園のファイナリストになっ
た事業者

❺創業枠
産業競争力強化法に基づく認定市区町村や認定連携創業支援等事業者が実施した「特定創業支援等事業」による
支援を過去3か年の間に受け、かつ、過去3か年の間に開業した事業者

❻インボイス枠
2021年9月30日から2023年9月30日の属する課税期間で一度でも免税事業者であった又は免税事業者である
ことが見込まれる事業者のうち、インボイス発行事業者に登録した事業者

※

詳
細
は
近
日
公
開
の
公
募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

令
和
３
年
度
補
正
予
算
に
伴
う
特
別
枠
の
拡
充

補助額：上限50～200万円　　補助率：2/3※2　　補助対象：チラシ作成、広告掲載、店舗改装など
※1 常時使用する従業
員数が「商業・サ
ービス業（宿泊業、
娯楽業を除く）」の
場合5人以下、そ
れ以外の業種の場
合20人以下である
事業者

※2 赤字事業者は3/4

「小規模事業者持続化補助金」が使いやすくなります！！

特別枠
成長・分配強化枠①通常枠類型

補助率 2/3 2/3※2 2/3
50万円 200万円 100万円補助上限

②賃金引上げ枠 ③卒業枠 ④後継者支援枠 ⑤創業枠
新陳代謝枠

⑥インボイス枠

jGrants
（ID取得）

速報版速報版

NEW

●詳しくは、
　小松商工会議所
　経営支援課
☎0761-21-3121

記帳機械化
記帳機械化
委託事業所
募　集

■対象者（本所会員の個人事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業（宿泊業及び娯楽業除く）は5名以下）
②年間所得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト
（freee）へ伝票入力のできる方

5 小松商工会議所［2022.4］ 4

中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー 新型コロナウイルス感染症に係る最新情報等（令和4年3月23日時点）



「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、活動制約とコスト
増の影響で大幅悪化
先行きも不透明感拭えず、厳
しい見方
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株
の
感
染
収
束
が
見
通
せ

な
い
中
、
春
の
観
光
需
要
喪
失
、
受
注
・

売
上
減
少
の
長
期
化
、
年
度
末
を
控
え
た

借
入
金
返
済
時
期
の
到
来
に
よ
る
資
金
繰

り
悪
化
を
不
安
視
す
る
声
は
多
い
。
ま

た
、
部
品
な
ど
の
供
給
制
約
、
資
源
価
格

の
高
騰
、
円
安
、
人
件
費
上
昇
な
ど
の
相

次
ぐ
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
の
遅
れ

に
よ
る
業
績
悪
化
へ
の
懸
念
も
あ
り
、
中

小
企
業
に
お
い
て
は
厳
し
い
見
方
が
続

く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
建
設
業
で
は
、

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
の
完
工
が
近
付

く
中
で
、
公
共
工
事
が
一
部
で
弱
含
み
、

売
上
が
悪
化
し
た
ほ
か
、
大
雪
の
影
響
に

よ
る
工
期
延
長
等
が
生
じ
、
採
算
も
悪
化

し
た
。
ま
た
、
小
売
業
で
は
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
影
響
に
よ
り
、
土
産
店

等
の
専
門
店
に
お
い
て
県
外
か
ら
の
観
光

客
が
減
少
し
た
ほ
か
、
消
費
者
の
外
出
自

粛
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
、
百
貨
店
や

商
店
街
を
中
心
に
客
足
が
再
び
低
迷
し
た

こ
と
で
、
売
上
・
採
算
と
も
に
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲33.9

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲46.8 ▲49.7 ▲34.2 ▲42.0

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.8％

1.6％

185万人

（前月2.7％）

（10～12月期）

（前月171万人）

1.20倍

1.57倍

1.16倍

（前月1.17倍）

（前月1.61倍）［原数値]

（前月1.17倍）[原数値]

1.65倍 1.71倍 1.79倍 1.45倍 1.42倍

雇
用
情
報

1
月

2

各事業所で
・ 現在取り組んでいること（例：私たちは工場周辺美化のボランティア活動に取り組んでいます。）
・ これから取り組むこと（例：私たちは女性が働きやすい職場づくりを進めます。）　
を掲示して宣言！取り組みをさらに進めてビジネスチャンスにつなげましょう！
令和４年３月１日時点で95の団体・事業所が宣言されています。
宣言内容は市環境推進課までお知らせください。宣言書のテンプレートは
市ホームページまたは右記QRコードからダウンロードしてください。

小松市役所 環境推進課
☎24-8069

故 

和
田 

衛
氏 

叙
位
伝
達
式

  

生
前
の
功
績
が
称
え
ら
れ
る

　本
所
顧
問
前
会
頭
で
、今
年
1
月
に

逝
去
さ
れ
た
和
田
衛
氏（
享
年
87
歳
）の

叙
位
が
決
定
さ
れ
、3
月
8
日
、本
所
で

受
章
者
の
ご
親
族
様
に
、位
記
を
授
与
す

る
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

西会頭から叙位の伝達を受ける
ご親族の和田学氏

①
採
用
時
期
　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降

②
採
用
人
員
　
１
名

③
業
務
内
容
　
総
合
職

④
受
験
資
格

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
四
年
制

大
学
も
し
く
は
大
学
院
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方

⑤
申
込
期
間

　
令
和
４
年
５
月
13
日（
金
）ま
で

⑥
提
出
書
類

申
込
書（
H
P
に
掲
載
）に
記
載
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参

※
市
販
の
履
歴
書
で
も
可

⑦
試
験
日
程（
予
定
）

第
一
次
試
験

　
令
和
４
年
６
月
４
日（
土
）

　
筆
記
試
験（
教
養
・
適
性
・
作
文
）

第
二
次
試
験

　
令
和
４
年
６
月
下
旬

　
面
接
試
験（一次
試
験
合
格
者
の
み
）

　
※
第一次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

⑧
最
終
合
格
発
表
　
７
月
上
旬

⑨
勤
務
条
件
及
び
給
与

当
所
就
業
規
則
及
び
給
与
規
定
に
よ
る

給
与
　

大
卒（
大
学
院
）1
8
2
、
2
0
0
円

（
令
和
４
年
４
月
採
用
時
の
も
の
で
、

改
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑩
申
込
み・お
問
合
せ

〒
9
2
3
ー
8
5
6
6

小
松
市
園
町
ニ
１
番
地

小
松
商
工
会
議
所
総
務・事
業
課

☎
0
7
6
1・21・3
1
2
1

　
小
松
商
工
会
議
所
で
は
、
新
規
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

令
和
４
年
度（
令
和
5
年
度
採
用
）

小
松
商
工
会
議
所
職
員
採
用
候
補
者
試
験
に
つ
い
て

常
議
員
異
動
の

お
知
ら
せ

常
議
員
異
動
の

お
知
ら
せ

㈱
北
國
銀
行 

　
　小
松
営
業
部
長

米
谷 

治
彦
氏

　
3
月
1
日
付
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
所
常
議
員
に
新
た
に
小
松

営
業
部
長
の
米
谷
治
彦
氏
が
就
任

さ
れ
た
。
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「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況DIは、活動制約とコスト
増の影響で大幅悪化
先行きも不透明感拭えず、厳
しい見方

●
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、

　
▲
33
．9（
前
月
比
▲
15
．7
ポ
イ
ン
ト
）

　
36
都
道
府
県
へ
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
に
伴
う
外
出
自
粛
や
営
業
制
限
に
よ

り
客
足
が
減
少
し
た
飲
食
・
宿
泊
業
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
業
の
業
況
感
が
大
幅
に
悪
化

し
た
。
ま
た
、
持
ち
直
し
つ
つ
あ
っ
た
自

動
車
関
連
を
中
心
と
し
た
製
造
業
や
卸
売

業
で
も
半
導
体
不
足
や
部
品
の
供
給
制
約

に
伴
う
生
産
調
整
に
よ
り
売
上
が
落
ち
込

ん
だ
。
原
油
価
格
を
含
む
資
源
価
格
や
原

材
料
費
の
上
昇
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
が
続

い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
拡
大
か
ら
従
業
員
の
自
宅
待
機
に

伴
う
人
手
不
足
が
発
生
し
て
い
る
な
ど
の

声
も
聞
か
れ
た
。
中
小
企
業
の
景
況
感
は

調
査
開
始
以
降
最
大
で
あ
っ
た
2
0
2
0

年
3
月
（
▲
16
．4
ポ
イ
ン
ト
）
に
次
ぐ

悪
化
幅
を
記
録
し
た
。

　
※
東
日
本
大
震
災
後
の
2
0
1
1
年
4

月
は
▲
11
．8
ポ
イ
ン
ト
の
悪
化
幅

●
先
行
き
見
通
し
D
I
は
、

　
▲
34
．2（
今
月
比
▲
0
．3
ポ
イ
ン
ト
）

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
収
束
が
見
通
せ

な
い
中
、
春
の
観
光
需
要
喪
失
、
受
注
・

売
上
減
少
の
長
期
化
、
年
度
末
を
控
え
た

借
入
金
返
済
時
期
の
到
来
に
よ
る
資
金
繰

り
悪
化
を
不
安
視
す
る
声
は
多
い
。
ま

た
、
部
品
な
ど
の
供
給
制
約
、
資
源
価
格

の
高
騰
、
円
安
、
人
件
費
上
昇
な
ど
の
相

次
ぐ
コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
の
遅
れ

に
よ
る
業
績
悪
化
へ
の
懸
念
も
あ
り
、
中

小
企
業
に
お
い
て
は
厳
し
い
見
方
が
続

く
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　
北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
建
設
業
で
は
、

北
陸
新
幹
線
延
伸
工
事
の
完
工
が
近
付

く
中
で
、
公
共
工
事
が
一
部
で
弱
含
み
、

売
上
が
悪
化
し
た
ほ
か
、
大
雪
の
影
響
に

よ
る
工
期
延
長
等
が
生
じ
、
採
算
も
悪
化

し
た
。
ま
た
、
小
売
業
で
は
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
影
響
に
よ
り
、
土
産
店

等
の
専
門
店
に
お
い
て
県
外
か
ら
の
観
光

客
が
減
少
し
た
ほ
か
、
消
費
者
の
外
出
自

粛
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
、
百
貨
店
や

商
店
街
を
中
心
に
客
足
が
再
び
低
迷
し
た

こ
と
で
、
売
上
・
採
算
と
も
に
悪
化
し
た
。

全産業合計
の業況DI値

月の

▲33.9

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調

50≦DI 25≦DI＜50

好調

0≦DI＜25

まあまあ

DI＜▲25

きわめて不振

北陸・信越

▲25≦DI＜0

不振

全　国 全　国北陸・信越

 ▲46.8 ▲49.7 ▲34.2 ▲42.0

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報

厚生労働省発表 有効求人倍率総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内
金沢 白山 七尾 加賀 輪島

2.8％

1.6％

185万人

（前月2.7％）

（10～12月期）

（前月171万人）

1.20倍

1.57倍

1.16倍

（前月1.17倍）

（前月1.61倍）［原数値]

（前月1.17倍）[原数値]

1.65倍 1.71倍 1.79倍 1.45倍 1.42倍

雇
用
情
報

1
月

2

各事業所で
・ 現在取り組んでいること（例：私たちは工場周辺美化のボランティア活動に取り組んでいます。）
・ これから取り組むこと（例：私たちは女性が働きやすい職場づくりを進めます。）　
を掲示して宣言！取り組みをさらに進めてビジネスチャンスにつなげましょう！
令和４年３月１日時点で95の団体・事業所が宣言されています。
宣言内容は市環境推進課までお知らせください。宣言書のテンプレートは
市ホームページまたは右記QRコードからダウンロードしてください。

小松市役所 環境推進課
☎24-8069

故 
和
田 

衛
氏 

叙
位
伝
達
式

  

生
前
の
功
績
が
称
え
ら
れ
る

　本
所
顧
問
前
会
頭
で
、今
年
1
月
に

逝
去
さ
れ
た
和
田
衛
氏（
享
年
87
歳
）の

叙
位
が
決
定
さ
れ
、3
月
8
日
、本
所
で

受
章
者
の
ご
親
族
様
に
、位
記
を
授
与
す

る
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

西会頭から叙位の伝達を受ける
ご親族の和田学氏

①
採
用
時
期
　
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降

②
採
用
人
員
　
１
名

③
業
務
内
容
　
総
合
職

④
受
験
資
格

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
四
年
制

大
学
も
し
く
は
大
学
院
を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
の
方

⑤
申
込
期
間

　
令
和
４
年
５
月
13
日（
金
）ま
で

⑥
提
出
書
類

申
込
書（
H
P
に
掲
載
）に
記
載
の
上
、

郵
送
ま
た
は
持
参

※
市
販
の
履
歴
書
で
も
可

⑦
試
験
日
程（
予
定
）

第
一
次
試
験

　
令
和
４
年
６
月
４
日（
土
）

　
筆
記
試
験（
教
養
・
適
性
・
作
文
）

第
二
次
試
験

　
令
和
４
年
６
月
下
旬

　
面
接
試
験（一次
試
験
合
格
者
の
み
）

　
※
第一次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

⑧
最
終
合
格
発
表
　
７
月
上
旬

⑨
勤
務
条
件
及
び
給
与

当
所
就
業
規
則
及
び
給
与
規
定
に
よ
る

給
与
　

大
卒（
大
学
院
）1
8
2
、
2
0
0
円

（
令
和
４
年
４
月
採
用
時
の
も
の
で
、

改
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

⑩
申
込
み・お
問
合
せ

〒
9
2
3
ー
8
5
6
6

小
松
市
園
町
ニ
１
番
地

小
松
商
工
会
議
所
総
務・事
業
課

☎
0
7
6
1・21・3
1
2
1

　
小
松
商
工
会
議
所
で
は
、
新
規
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

令
和
４
年
度（
令
和
5
年
度
採
用
）

小
松
商
工
会
議
所
職
員
採
用
候
補
者
試
験
に
つ
い
て

常
議
員
異
動
の

お
知
ら
せ

常
議
員
異
動
の

お
知
ら
せ

㈱
北
國
銀
行 

　
　小
松
営
業
部
長

米
谷 

治
彦
氏

　
3
月
1
日
付
人
事
異
動
に
よ

り
、
本
所
常
議
員
に
新
た
に
小
松

営
業
部
長
の
米
谷
治
彦
氏
が
就
任

さ
れ
た
。
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会議所の動き 会議所の動き

常議員会 3/83/8

令
和
４
年
度
　
事
業
計
画・収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議

　
本
所
で
は
、３
月
９
日
に
正
副
会
頭・常
議
員・監

事
等
29
名
の
出
席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、令

和
４
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算
等
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
営
支
援
や
地
方
創
生
に

加
え
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
体
質
強
化
支
援
や
小
松
商

工
会
議
所
創
立
80
周
年
の
記
念
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
、
中
小
企
業
や
小
企
保
事
業
者
、
地
域
経
済

の
更
な
る
活
力
強
化
を
図
る
内
容
と
な
っ
た
。
ま
た
、
令

和
３
年
度
会
員
数
は
70
件
の
増
と
な
り
、
昨
年
に
引
き
続

き
２
年
度
連
続
の
会
員
増
と
な
っ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
３
月
22
日
の

通
常
議
員
総
会
・
評
議
員
会
に
上
程
さ
れ
た
。

挨拶をする西会頭議会の様子お世話になった先生と記念撮影

春季賃金問題講演会 3/73/7

経
営
に
関
す
る
気
づ
き
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会
と
共
催
で
春
季
賃
金
問
題
講
演
会
を
開
催
し
、

12
名
が
出
席
し
た
。講
師
の（
一
社
）東
京
経
営
者
協
会
顧
問
の
大
久
保
力 
氏
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
石
川
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
伴
い
、昨
年
に
引
き
続
き
オ

ン
ラ
イ
ン
で
登
壇
し
た
。

　「
今
季
春
季
賃
金
交
渉
の
考
え
方
と
そ
の
対
応
」と
題
し
た
本
講
演
会
で
は
、
時
代
の
大
変
革
と
経
営

環
境
の
変
化
や
景
気
動
向
か
ら
経
営
者
と
し
て
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
か
、
そ
れ
ら
の
気
づ
き
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
大
久
保
氏
は
、「
既
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
A
I
や

I
C
T
。
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
経
営
に
ど
う
活
か
す
か
、
今
の
仕

事
に
ど
う
効
果
が
あ
る
か
を
見
つ
け
る
こ
と
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
仕
事
の

や
り
方
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
を
理
解
し
、
実
践
す
る
。
会
社
の
管
理
職

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
す
る
世
の
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
ど
う
変
化
す
る

か
を
読
み
、
予
想
す
る
こ
と
が
重
要
な
任
務
と
な
る
。」と
改
め
て
会
社
の

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
重
要
視
し
た
。

　
ま
た
、「
物
価
上
昇
が
世
界
の
潮
流
に
な
っ
て
き
た
。
生
活
が
苦
し
く

な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
が
今
年
の
春
闘
に
も
圧
し
掛
か
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。」と
話
し
、
講
演
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

講演会の様子

総務企画委員会 3/13/1

令
和
４
年
度
新
規
事
業
等
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）13

名
は
、委
員
会
を
開
催
し
、3
月
8
日
開
催
の
常
議
員

会
審
議
事
項（
令
和
4
年
度
本
所
事
業
計
画
、収
支
予

算
）等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
吉
原
委
員
長
の
挨
拶
後
、
事
務
局
よ
り
令
和
4
年
度
の
重

点
事
業
を
含
め
た
事
業
計
画（
案
）や
収
支
予
算（
案
）に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
出
席
し
た
委
員
は
内
容
を
協
議
し
、
審
議

に
よ
り
全
事
項
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
本
所
は
、
令
和
4
年
度
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
と
社
会
経
済
活
動
を
よ
り
高
い
次
元
で
両
立
さ
せ
る
年
度

と
位
置
づ
け
、
当
地
域
経
済
な
ら
び
に
事
業
者
の
発
展
に
引

き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
回
協
議
し
た
案
件
は
、
3
月
8
日
常
議
員
会
と
3
月
22

日
通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

挨拶する吉原委員長委員会の様子

小松YEG（青年部） 2/262/26

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
地
に
エ
ー
ル
を
発
信

　
2
月
26
日（
土
）、日
本
Y
E
G
第
41
回
全
国
大
会「
S
E
T
O
の
都
　
香
川
た

か
ま
つ
大
会
」の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ（
以
下
P
V
）が
本
所
に
て
行
わ
れ
た
。

　
香
川
県
高
松
市
に
て
開
催
予
定
だ
っ
た
全
国
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
変
更
と
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
現
地
参

加
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
配
信
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
小
松
商
工
会
議
所
に
石
川
県
連
Y
E
G
の
P
V
会
場
を
設
置
、
当
日
は
、
小

松
、
白
山
、
加
賀
の
３
単
会
よ
り
41
名
が
参
加
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
高
松
市
の
会
場
と
P
V
会
場
と
を
オ
ン
ラ
イ

ン
中
継
で
つ
な
ぐ
場
面
も
あ
り
、
日
本
Y
E
G
石
川
県
連
代
表

理
事
で
も
あ
る
桶
谷
県
連
会
長
は
メ
ン
バ
ー
と
声
を
合
わ
せ
、

開
催
地
高
松
へ
の
エ
ー
ル
と
令
和
５
年
度
に
控
え
る
小
松
大
会
へ

の
意
気
込
み
を
送
っ
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
式
典
や
記
念
講
演
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
視

聴
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
小
松
大
会
へ
向

け
機
運
を
高
め
た
。

会場に集まったメンバー

梯川協議会ごみ拾い 3/203/20

第
37
回
梯
川
ご
み
拾
い
開
催
！

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
橋
浦
隆
）は
、今
回
で
37
回
目
を

迎
え
る
梯
川
ご
み
拾
い
を
実
施
し
、梯
川
流
域
の
地
域
住

民
や
各
団
体
を
併
せ
て
約
７
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
小
松
市
一
斉
の「
こ
ま
つ
水
辺
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」と
し
て

開
催
、
梯
川（
安
宅
海
岸
か
ら
中
海
大
橋
）を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
実
施
。
大
川
町
会
館
に
は
、
小
松
市
長
宮
橋
勝
栄
氏
も
激
励

に
駆
け
付
け
、
沿
川
の
町
内
会
や
企
業
・
団
体
等
か
ら
多
く
の

人
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は「
海
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
！ 

i
n 

石
川
」（
事
務

局
M
R
O
）と
共
同
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
、
ご
み
袋

の
提
供
を
頂
い
た
。

　
ご
み
拾
い
で
各
所
か
ら
集
め
た
ご
み
の
量
は
、
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク

12
台
分
に
な
り
、
小
松
能
美
建
設
業
協
会
の
協
力
の
も
と
エ
コ
ロ

ジ
ー
パ
ー
ク
こ
ま
つ
へ
搬
送
し
た
。
尚
、
次
回
梯
川
ご
み
拾
い

は
、
９
月
17
日（
土
）に
開
催
予
定
。

集合写真清掃の様子

新入社員教育講座 3/9・103/9・10

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本・心
構
え
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り
組

み
方
を
学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
対
面
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
開
催
。会
員
事
業
所
14
事
業
所
よ
り
４

月
採
用
の
新
入
社
員
計
17
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
株
式
会
社ｏ
ｆ
ｆ
ｉｃｅ・Ｃａｎ
Ｄｏ
の
宮
永
満
祐
美
氏

が
務
め
、
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
講
義
や

演
習
を
通
じ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
は
、
１
日
目
は
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動
に

つ
い
て
や
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
挨
拶
や
名
刺
交
換
な
ど
の
演
習
を

行
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
電
話
応
対
や
来
客
訪
問
時
の
接
遇
に
つ
い
て
、
ま

た
、
敬
語
や
言
葉
遣
い
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
実
習
を
通

し
て
学
ん
だ
。

　
受
講
者
は
、
社
会
人
の
一
員
と
し
て
の
心
構
え
や
行
動
を
学
び
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

講師の宮永満祐美氏講座の様子

　
　
　
被
表
彰
者
22
名

平
塚
　
慶
太（
串
小
） 

成
清
　
友
貴（
芦
城
小
） 

江
角
　
瑠
唯（
芦
城
小
） 

岸
　
　
哲
平（
芦
城
小
） 
和
気
　
慈
音（
芦
城
小
） 

竹
村
　
僚
真（
芦
城
小
）

中
野
　
晴
康（
芦
城
小
） 
堀
口
　
友
睦（
芦
城
小
） 

吉
田
　
爽
真（
芦
城
小
） 

梶
　
　
つ
ば
き（
鳥
越
小
） 佐
藤
　
詩
乃（
第
一
小
） 

稲
實
　
愛
菜（
浜
小
）

小
林
　
美
咲
紀（
苗
代
小
） 橋
本
　
倖
奈（
松
東
み
ど
り
） 
山
本
　
佑
樹（
蓮
代
寺
小
） 

山
口
　
煌
太（
安
宅
小
） 
田
中
　
雅
也（
安
宅
小
） 

加
藤
　
遼
大（
安
宅
小
）

小
野
　
花
音（
安
宅
小
） 
中
川
　
夏
綺（
安
宅
小
） 

山
本
　
萌
結（
国
府
小
） 

吉
田
　
蒼
依（
国
府
小
） 
 

　
　
　
　
　
　
　
順
不
同

　
３
月
13
日（
日
）、
本
所
に
て
一
般
社
団
法
人
日
本
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
令

和
３
年
度
小
松
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
連
盟
に
加
盟
す
る
珠
算
塾
に
お
い
て
日
商
珠
算
能
力
検
定
１
級
合
格
者
や
他
の
生
徒

の
模
範
と
な
る
生
徒
に
日
本
珠
算
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
22
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度 

小
松
珠
算
連
盟
　

優
良
生
徒
表
彰
式

令
和
３
年
度 

小
松
珠
算
連
盟
　

優
良
生
徒
表
彰
式

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

会
員
限
定
サ
ー
ビ
ス

小
松
商
工
会
議
所
会
報

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る
際

に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品
や
商
品
、

セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を

会
報
に
同
封
し
て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ

同
封
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
日
　
毎
月
１
日
送
付
予
定

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　
Ａ
４・Ｂ
５（
基
準
サ

イ
ズ
）

●
利
用
料
金
　
４
１
，９
２
０
円（
税
込
）

●
送
付
先
　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官

公
庁・団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数
　
毎
月
約
３
，２
０
０
部

●
申
込
締
切
　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

●
納
品
期
日
　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所

指
定
業
者
へ
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先
　
総
務・事
業
課

　
☎
０
７
６
１・21・３
１
２
１
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会議所の動き 会議所の動き

常議員会 3/83/8

令
和
４
年
度
　
事
業
計
画・収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議

　
本
所
で
は
、３
月
９
日
に
正
副
会
頭・常
議
員・監

事
等
29
名
の
出
席
の
も
と
常
議
員
会
を
開
催
し
、令

和
４
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算
等
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
た
。

　
事
業
計
画
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
営
支
援
や
地
方
創
生
に

加
え
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
体
質
強
化
支
援
や
小
松
商

工
会
議
所
創
立
80
周
年
の
記
念
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
が

盛
り
込
ま
れ
、
中
小
企
業
や
小
企
保
事
業
者
、
地
域
経
済

の
更
な
る
活
力
強
化
を
図
る
内
容
と
な
っ
た
。
ま
た
、
令

和
３
年
度
会
員
数
は
70
件
の
増
と
な
り
、
昨
年
に
引
き
続

き
２
年
度
連
続
の
会
員
増
と
な
っ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
３
月
22
日
の

通
常
議
員
総
会
・
評
議
員
会
に
上
程
さ
れ
た
。

挨拶をする西会頭議会の様子お世話になった先生と記念撮影

春季賃金問題講演会 3/73/7

経
営
に
関
す
る
気
づ
き
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、（
一
社
）石
川
県
経
営
者
協
会
と
共
催
で
春
季
賃
金
問
題
講
演
会
を
開
催
し
、

12
名
が
出
席
し
た
。講
師
の（
一
社
）東
京
経
営
者
協
会
顧
問
の
大
久
保
力 

氏
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
石
川
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
に
伴
い
、昨
年
に
引
き
続
き
オ

ン
ラ
イ
ン
で
登
壇
し
た
。

　「
今
季
春
季
賃
金
交
渉
の
考
え
方
と
そ
の
対
応
」と
題
し
た
本
講
演
会
で
は
、
時
代
の
大
変
革
と
経
営

環
境
の
変
化
や
景
気
動
向
か
ら
経
営
者
と
し
て
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
か
、
そ
れ
ら
の
気
づ
き
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
大
久
保
氏
は
、「
既
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
A
I
や

I
C
T
。
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
経
営
に
ど
う
活
か
す
か
、
今
の
仕

事
に
ど
う
効
果
が
あ
る
か
を
見
つ
け
る
こ
と
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
仕
事
の

や
り
方
を
ど
う
変
え
て
い
く
か
を
理
解
し
、
実
践
す
る
。
会
社
の
管
理
職

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
す
る
世
の
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
ど
う
変
化
す
る

か
を
読
み
、
予
想
す
る
こ
と
が
重
要
な
任
務
と
な
る
。」と
改
め
て
会
社
の

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
重
要
視
し
た
。

　
ま
た
、「
物
価
上
昇
が
世
界
の
潮
流
に
な
っ
て
き
た
。
生
活
が
苦
し
く

な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
れ
が
今
年
の
春
闘
に
も
圧
し
掛
か
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。」と
話
し
、
講
演
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

講演会の様子

総務企画委員会 3/13/1

令
和
４
年
度
新
規
事
業
等
を
協
議

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
：
吉
原
慎
吾
）13

名
は
、委
員
会
を
開
催
し
、3
月
8
日
開
催
の
常
議
員

会
審
議
事
項（
令
和
4
年
度
本
所
事
業
計
画
、収
支
予

算
）等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
吉
原
委
員
長
の
挨
拶
後
、
事
務
局
よ
り
令
和
4
年
度
の
重

点
事
業
を
含
め
た
事
業
計
画（
案
）や
収
支
予
算（
案
）に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
出
席
し
た
委
員
は
内
容
を
協
議
し
、
審
議

に
よ
り
全
事
項
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
本
所
は
、
令
和
4
年
度
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
と
社
会
経
済
活
動
を
よ
り
高
い
次
元
で
両
立
さ
せ
る
年
度

と
位
置
づ
け
、
当
地
域
経
済
な
ら
び
に
事
業
者
の
発
展
に
引

き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
今
回
協
議
し
た
案
件
は
、
3
月
8
日
常
議
員
会
と
3
月
22

日
通
常
議
員
総
会
に
て
審
議
さ
れ
た
。

挨拶する吉原委員長委員会の様子

小松YEG（青年部） 2/262/26

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
地
に
エ
ー
ル
を
発
信

　
2
月
26
日（
土
）、日
本
Y
E
G
第
41
回
全
国
大
会「
S
E
T
O
の
都
　
香
川
た

か
ま
つ
大
会
」の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ（
以
下
P
V
）が
本
所
に
て
行
わ
れ
た
。

　
香
川
県
高
松
市
に
て
開
催
予
定
だ
っ
た
全
国
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
変
更
と
な
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
現
地
参

加
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
配
信
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
小
松
商
工
会
議
所
に
石
川
県
連
Y
E
G
の
P
V
会
場
を
設
置
、
当
日
は
、
小

松
、
白
山
、
加
賀
の
３
単
会
よ
り
41
名
が
参
加
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
高
松
市
の
会
場
と
P
V
会
場
と
を
オ
ン
ラ
イ

ン
中
継
で
つ
な
ぐ
場
面
も
あ
り
、
日
本
Y
E
G
石
川
県
連
代
表

理
事
で
も
あ
る
桶
谷
県
連
会
長
は
メ
ン
バ
ー
と
声
を
合
わ
せ
、

開
催
地
高
松
へ
の
エ
ー
ル
と
令
和
５
年
度
に
控
え
る
小
松
大
会
へ

の
意
気
込
み
を
送
っ
た
。

　
そ
の
後
、
記
念
式
典
や
記
念
講
演
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
視

聴
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
小
松
大
会
へ
向

け
機
運
を
高
め
た
。

会場に集まったメンバー

梯川協議会ごみ拾い 3/203/20

第
37
回
梯
川
ご
み
拾
い
開
催
！

　
梯
川
協
議
会（
会
長
：
橋
浦
隆
）は
、今
回
で
37
回
目
を

迎
え
る
梯
川
ご
み
拾
い
を
実
施
し
、梯
川
流
域
の
地
域
住

民
や
各
団
体
を
併
せ
て
約
７
０
０
名
が
参
加
し
た
。

　
今
回
は
小
松
市
一
斉
の「
こ
ま
つ
水
辺
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」と
し
て

開
催
、
梯
川（
安
宅
海
岸
か
ら
中
海
大
橋
）を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
実
施
。
大
川
町
会
館
に
は
、
小
松
市
長
宮
橋
勝
栄
氏
も
激
励

に
駆
け
付
け
、
沿
川
の
町
内
会
や
企
業
・
団
体
等
か
ら
多
く
の

人
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は「
海
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
！ 

i
n 

石
川
」（
事
務

局
M
R
O
）と
共
同
開
催
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
、
ご
み
袋

の
提
供
を
頂
い
た
。

　
ご
み
拾
い
で
各
所
か
ら
集
め
た
ご
み
の
量
は
、
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク

12
台
分
に
な
り
、
小
松
能
美
建
設
業
協
会
の
協
力
の
も
と
エ
コ
ロ

ジ
ー
パ
ー
ク
こ
ま
つ
へ
搬
送
し
た
。
尚
、
次
回
梯
川
ご
み
拾
い

は
、
９
月
17
日（
土
）に
開
催
予
定
。

集合写真清掃の様子

新入社員教育講座 3/9・103/9・10

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本・心
構
え
を
学
ぶ

　
本
所
で
は
、社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
や
仕
事
へ
の
取
り
組

み
方
を
学
ぶ
新
入
社
員
教
育
講
座
を
対
面
式
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
開
催
。会
員
事
業
所
14
事
業
所
よ
り
４

月
採
用
の
新
入
社
員
計
17
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
株
式
会
社ｏ
ｆ
ｆ
ｉｃｅ・Ｃａｎ
Ｄｏ
の
宮
永
満
祐
美
氏

が
務
め
、
社
会
人
と
し
て
の
ル
ー
ル
や
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
講
義
や

演
習
を
通
じ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
受
講
者
は
、
１
日
目
は
社
会
人
と
し
て
望
ま
れ
る
意
識
と
行
動
に

つ
い
て
や
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
挨
拶
や
名
刺
交
換
な
ど
の
演
習
を

行
っ
た
。

　
２
日
目
は
、
電
話
応
対
や
来
客
訪
問
時
の
接
遇
に
つ
い
て
、
ま

た
、
敬
語
や
言
葉
遣
い
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
を
実
習
を
通

し
て
学
ん
だ
。

　
受
講
者
は
、
社
会
人
の
一
員
と
し
て
の
心
構
え
や
行
動
を
学
び
、

気
持
ち
を
新
た
に
し
た
。

講師の宮永満祐美氏講座の様子

　
　
　
被
表
彰
者
22
名

平
塚
　
慶
太（
串
小
） 

成
清
　
友
貴（
芦
城
小
） 

江
角
　
瑠
唯（
芦
城
小
） 

岸
　
　
哲
平（
芦
城
小
） 
和
気
　
慈
音（
芦
城
小
） 

竹
村
　
僚
真（
芦
城
小
）

中
野
　
晴
康（
芦
城
小
） 
堀
口
　
友
睦（
芦
城
小
） 

吉
田
　
爽
真（
芦
城
小
） 

梶
　
　
つ
ば
き（
鳥
越
小
） 佐
藤
　
詩
乃（
第
一
小
） 

稲
實
　
愛
菜（
浜
小
）

小
林
　
美
咲
紀（
苗
代
小
） 橋
本
　
倖
奈（
松
東
み
ど
り
） 
山
本
　
佑
樹（
蓮
代
寺
小
） 

山
口
　
煌
太（
安
宅
小
） 
田
中
　
雅
也（
安
宅
小
） 

加
藤
　
遼
大（
安
宅
小
）

小
野
　
花
音（
安
宅
小
） 
中
川
　
夏
綺（
安
宅
小
） 

山
本
　
萌
結（
国
府
小
） 

吉
田
　
蒼
依（
国
府
小
） 
 

　
　
　
　
　
　
　
順
不
同

　
３
月
13
日（
日
）、
本
所
に
て
一
般
社
団
法
人
日
本
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
令

和
３
年
度
小
松
珠
算
連
盟
優
良
生
徒
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

　
本
表
彰
は
、
連
盟
に
加
盟
す
る
珠
算
塾
に
お
い
て
日
商
珠
算
能
力
検
定
１
級
合
格
者
や
他
の
生
徒

の
模
範
と
な
る
生
徒
に
日
本
珠
算
連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
22
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

令
和
３
年
度 

小
松
珠
算
連
盟
　

優
良
生
徒
表
彰
式

令
和
３
年
度 

小
松
珠
算
連
盟
　

優
良
生
徒
表
彰
式

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

チ
ラ
シ
同
封
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

会
員
限
定
サ
ー
ビ
ス

小
松
商
工
会
議
所
会
報

　
本
所
で
は
毎
月
会
報
を
発
行
す
る
際

に
、会
員
事
業
所
の
皆
様
の
製
品
や
商
品
、

セ
ミ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
を

会
報
に
同
封
し
て
お
届
け
す
る「
チ
ラ
シ

同
封
サ
ー
ビ
ス
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
送
付
日
　
毎
月
１
日
送
付
予
定

●
チ
ラ
シ
サ
イ
ズ
　
Ａ
４・Ｂ
５（
基
準
サ

イ
ズ
）

●
利
用
料
金
　
４
１
，９
２
０
円（
税
込
）

●
送
付
先
　
本
所
会
員
事
業
所
、関
係
官

公
庁・団
体
、全
国
の
商
工
会
議
所
な
ど

●
発
行
部
数
　
毎
月
約
３
，２
０
０
部

●
申
込
締
切
　
送
付
希
望
月
の
前
月
10
日

●
納
品
期
日
　
同
封
す
る
チ
ラ
シ
は
本
所

指
定
業
者
へ
毎
月
20
日
ま
で
に
納
品
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先
　
総
務・事
業
課

　
☎
０
７
６
１・21・３
１
２
１
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華
つ
う
し
ん
No.279

女
性
会

　
2
0
2
0
年
6
月
に「
竹
と
木
で
の

も
の
作
り
」の
会
社
を
設
立
し
、
建
具

職
人
で
あ
っ
た
亡
き
父
が
仕
事
を
し

て
い
た
作
業
場
で
、建
具
用
機
械
や
道

具
を
使
っ
て
木
工
作
業
を
行
な
っ
て

い
る
。「
竹
の
良
さ
の
再
認
識
・
再
発

見
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
手
作
り

で
温
か
み
が
あ
り
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

使
わ
な
い
、
環
境
・Ｓ
D
G
s
に
配
慮

し
た
竹
製
品
を
制
作
し
て
い
る（
小
松

市
Ｓ
D
G
s
宣
言
実
施
済
）。

　
昨
年
か
ら
は
、地
元
の
日
本
料
理
店

の
協
力
の
も
と
開
発
し
た
竹
皿
を
販

売
。ま
た
小
松
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
し
て
「
竹
の
菓

子
皿
」
を
製
作
し
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
続

く
中
、
竹
皿
の
他
に

新
商
品
の
必
要
性
を

感
じ
、
細
い
竹
を
使

用
し
た
足
裏
ロ
ー
ラ

ー「
細
竹
踏
み
」を
開

発
。今
ま
で
の
青
竹
踏
み
と
は
違
い
、

座
っ
て
も
使
用
で
き
、足
が
不
自
由
な

方
で
も
足
裏
で
細
竹
を
転
が
す
こ
と

で
も
み
ほ
ぐ
し
が
で
き
る
。今
後
は
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
で
販
売

す
る
計
画
で
あ
る
（
4
月
中
旬
に

M
a
k
u
a
k
e
に
て
予
定
）。

　
滝
ヶ
浦
氏
は「
竹
は
反
り
や
歪
み
が

あ
り
、硬
い
こ
と
か
ら
木
と
比
較
す
る

と
扱
い
に
く
い
材
料
で
あ
る
が
、柔
軟

性
が
あ
り
耐
熱
性
が
高
く
、焼
き
色
の

変
化
が
あ
る
な
ど
興
味
深
い
材
料
で

あ
る
。

　
し
か
し
竹
材
料
の
現
状
は
、竹
に
携

わ
る
職
人
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不

在
で
、
流
通
が
途
絶
え
つ
つ
あ
る
。ま

た
放
置
竹
林
問
題
も
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、日
本
の
竹
文
化
が
衰

退
し
て
き
て
い
る
。

　
今
後
、竹
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、竹
文
化
の
再
興
に
微
力
な
が
ら
貢

献
し
た
い
。そ
し
て
竹
製
品
の
製
造
を

地
域
の
建
具
職
人
と
連
携
し
て
行
い
、

国
内
外
へ
と
広
く
販
売
し
、竹
の
魅
力

を
伝
え
て
い
き
た
い
。」と
語
っ
た
。

竹
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
、環
境
・
S
D
G
ｓ
に
配
慮
し
た
も
の
作
り

持
ち
帰
り
形
式
で
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催

　
３
月
３
日（
木
）、
花
巧
房
　
大

西
生
花
店
の
岸
純
子
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催
し
、
会

員
ら
25
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
店
内

や
玄
関
の
装
飾
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
例
年
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催
し
て
お

り
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
し
て

開
催
し
た
。
希
望
者
は
見
本
を
元

に
各
自
が
事
業
所
等
で
作
成
す
る

持
ち
帰
り
形
式
と
し
、
そ
の
場
で

作
成
す
る
場
合
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
岸
氏

に
教
わ
っ
て
作
成
し
た
。

　
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
・
フ
リ
ー
ジ
ア

な
ど
春
ら
し
い
淡
い
色
合
い
の
お

花
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
各
自
作
成
し
た
。

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
平
成

９
年
に
設
立
さ
れ
、
各
種
研
修
会
の
開

催
等
を
通
じ
て
、
研
鑽
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
環

境
の
保
全
、
福
祉
の
増
進
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
ま
で
様
々
な
問
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
発
足
よ
り
継
続
し
て
行
っ
て
き
た「
地

球
に
や
さ
し
い
ケ
ナ
フ
」の
啓
発
や「
小

学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
」「
世
界
の
外
貨
募
金
」の
実
施
、
全

国
の
商
工
会
議
所
女
性
会
と
の
交
流
な

ど
、様
々
な
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
多
難
な
時
代
に
挑

み
、
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
感

性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い
に
活
か
し
て
、

積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
会
で
は
、一緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所
に
従

事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会
費
は
1
万

円
。

■所 在 地  小松市園町ロ31番地2
■事業内容  竹製品の製作・販売
■営業時間 9：00～18：00
■定 休 日  毎週日曜日
■Ｔ Ｅ Ｌ  080-1951-8043
■U R L  
https://www.neutral-kankyo.com
■M A I L taki.pp@yahoo.ne.jp
■Instagram　 naturial_kobo

講習会の様子講習会の様子春らしいお花春らしいお花

竹皿（孟宗竹プレート）

竹皿（半割真竹皿）

細竹踏み（足裏ローラー）

305

360

森田病院
　●

●
アルプラザ
小松

　●
こまつの杜

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

ニュートラル環境工房
　　★小寺町

新鍛治町

園町

上小松

一
緒
に
活
動

　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

詳細につきましては、☎21-3121
までお気軽にお問合せください。

小松商工会議所会報

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、会
員

事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付
順

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

会
員
事
業
所

　
　紹
介
コ
ー
ナ
ー

掲
載

 

無
料

小松商工会議所
総務・事業課

☎0761-21-3121

お問合せ先お問合せ先
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代表　滝ヶ浦 良成
合同会社ニュートラル環境工房

会 員事業所紹介

華
つ
う
し
ん
No.279

女
性
会

　
2
0
2
0
年
6
月
に「
竹
と
木
で
の

も
の
作
り
」の
会
社
を
設
立
し
、
建
具

職
人
で
あ
っ
た
亡
き
父
が
仕
事
を
し

て
い
た
作
業
場
で
、建
具
用
機
械
や
道

具
を
使
っ
て
木
工
作
業
を
行
な
っ
て

い
る
。「
竹
の
良
さ
の
再
認
識
・
再
発

見
」を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
手
作
り

で
温
か
み
が
あ
り
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

使
わ
な
い
、
環
境
・Ｓ
D
G
s
に
配
慮

し
た
竹
製
品
を
制
作
し
て
い
る（
小
松

市
Ｓ
D
G
s
宣
言
実
施
済
）。

　
昨
年
か
ら
は
、地
元
の
日
本
料
理
店

の
協
力
の
も
と
開
発
し
た
竹
皿
を
販

売
。ま
た
小
松
市
の

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
と
し
て
「
竹
の
菓

子
皿
」
を
製
作
し
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
が
続

く
中
、
竹
皿
の
他
に

新
商
品
の
必
要
性
を

感
じ
、
細
い
竹
を
使

用
し
た
足
裏
ロ
ー
ラ

ー「
細
竹
踏
み
」を
開

発
。今
ま
で
の
青
竹
踏
み
と
は
違
い
、

座
っ
て
も
使
用
で
き
、足
が
不
自
由
な

方
で
も
足
裏
で
細
竹
を
転
が
す
こ
と

で
も
み
ほ
ぐ
し
が
で
き
る
。今
後
は
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
で
販
売

す
る
計
画
で
あ
る
（
4
月
中
旬
に

M
a
k
u
a
k
e
に
て
予
定
）。

　
滝
ヶ
浦
氏
は「
竹
は
反
り
や
歪
み
が

あ
り
、硬
い
こ
と
か
ら
木
と
比
較
す
る

と
扱
い
に
く
い
材
料
で
あ
る
が
、柔
軟

性
が
あ
り
耐
熱
性
が
高
く
、焼
き
色
の

変
化
が
あ
る
な
ど
興
味
深
い
材
料
で

あ
る
。

　
し
か
し
竹
材
料
の
現
状
は
、竹
に
携

わ
る
職
人
の
高
齢
化
や
後
継
者
の
不

在
で
、
流
通
が
途
絶
え
つ
つ
あ
る
。ま

た
放
置
竹
林
問
題
も
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、日
本
の
竹
文
化
が
衰

退
し
て
き
て
い
る
。

　
今
後
、竹
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、竹
文
化
の
再
興
に
微
力
な
が
ら
貢

献
し
た
い
。そ
し
て
竹
製
品
の
製
造
を

地
域
の
建
具
職
人
と
連
携
し
て
行
い
、

国
内
外
へ
と
広
く
販
売
し
、竹
の
魅
力

を
伝
え
て
い
き
た
い
。」と
語
っ
た
。

竹
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
、環
境
・
S
D
G
ｓ
に
配
慮
し
た
も
の
作
り

持
ち
帰
り
形
式
で
の

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催

　
３
月
３
日（
木
）、
花
巧
房
　
大

西
生
花
店
の
岸
純
子
氏
を
講
師
に

お
迎
え
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催
し
、
会

員
ら
25
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
店
内

や
玄
関
の
装
飾
に
役
立
て
て
も
ら

お
う
と
例
年
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
習
会
を
開
催
し
て
お

り
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮
し
て

開
催
し
た
。
希
望
者
は
見
本
を
元

に
各
自
が
事
業
所
等
で
作
成
す
る

持
ち
帰
り
形
式
と
し
、
そ
の
場
で

作
成
す
る
場
合
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
岸
氏

に
教
わ
っ
て
作
成
し
た
。

　
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
・
フ
リ
ー
ジ
ア

な
ど
春
ら
し
い
淡
い
色
合
い
の
お

花
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
を
各
自
作
成
し
た
。

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
平
成

９
年
に
設
立
さ
れ
、
各
種
研
修
会
の
開

催
等
を
通
じ
て
、
研
鑽
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
環

境
の
保
全
、
福
祉
の
増
進
、
青
少
年
の

健
全
な
育
成
ま
で
様
々
な
問
題
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
発
足
よ
り
継
続
し
て
行
っ
て
き
た「
地

球
に
や
さ
し
い
ケ
ナ
フ
」の
啓
発
や「
小

学
生
環
境（
ゴ
ミ
）問
題
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」「
花
と
緑
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー

ル
」「
世
界
の
外
貨
募
金
」の
実
施
、
全

国
の
商
工
会
議
所
女
性
会
と
の
交
流
な

ど
、様
々
な
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
多
難
な
時
代
に
挑

み
、
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
感

性
と
大
胆
な
発
想
を
大
い
に
活
か
し
て
、

積
極
的
な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
会
で
は
、一緒
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所
に
従

事
す
る
女
性
が
対
象
で
年
会
費
は
1
万

円
。

■所 在 地  小松市園町ロ31番地2
■事業内容  竹製品の製作・販売
■営業時間 9：00～18：00
■定 休 日  毎週日曜日
■Ｔ Ｅ Ｌ  080-1951-8043
■U R L  
https://www.neutral-kankyo.com
■M A I L taki.pp@yahoo.ne.jp
■Instagram　 naturial_kobo

講習会の様子講習会の様子春らしいお花春らしいお花

竹皿（孟宗竹プレート）

竹皿（半割真竹皿）

細竹踏み（足裏ローラー）

305

360

森田病院
　●

●
アルプラザ
小松

　●
こまつの杜

Ｊ
Ｒ
小
松
駅

ニュートラル環境工房
　　★小寺町

新鍛治町

園町

上小松

一
緒
に
活
動

　
　
　
　
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

詳細につきましては、☎21-3121
までお気軽にお問合せください。

小松商工会議所会報

　
本
所
会
報
で
は
、毎
号
、会
員

事
業
所
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、希

望
さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
お
気

軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付
順

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

掲
載
希
望
事
業
所

募
集
中
!!

会
員
事
業
所

　
　紹
介
コ
ー
ナ
ー

掲
載

 

無
料

小松商工会議所
総務・事業課

☎0761-21-3121

お問合せ先お問合せ先
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令和4年度  令和4年度  小松商工会議所各種検定試験  日程表小松商工会議所各種検定試験  日程表

日
本
商
工
会
議
所
検
定
試
験

検　定　名 級 試験日 申込期間 合格発表 受験料（税込）

簿　　記

第
161回

1級
6月12日（日） 4月25日（月）〜5月13日（金）

8月上旬

1級：7,850円
2級：4,720円
3級：2,850円

2・3級 6月27日（月）

第
162回

1級
11月20日（日） 10月4日（火）〜10月21日（金）

2023年
1月中旬

2・3級 12月5日（月）

第
163回 2・3級 2023年

2月26日（日） 2023年1月10日（火）〜1月27日（金） 2023年
3月13日（月）

★簿記検定はインターネット申込もできます。
　詳細は小松商工会議所ホームページにて。（https://komatsu-cci.or.jp/)

珠　　算
（そろばん）

第
225回 1〜6級 6月26日（日） 5月9日（月）〜5月26日（木）

1級：	 2,340円	
2級：	 1,730円	
3級：	 1,530円	
4〜6級：	1,020円

第
226回 1〜6級 10月23日（日） 9月5日（月）〜9月22日（木）

第
227回 1〜6級 2023年

2月12日（日） 12月19日（月）〜2023年1月12日（木）

日商PC検定	
（文章作成）	
（データ活用）	
★日商ネット試験★

1級
10月2日(日)

各試験会場による

☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に
　直接お申込みください。

1級：	 10,480円	
2級： 7,330円	
3級： 5,240円	
Basic:	 4,200円

2023年
2月19日(日)

2級 各試験会場による

3級 各試験会場による

Basic 各試験会場による

簿記初級・原価計算初級	
★日商ネット試験★ 初級 各試験会場による ☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に

　直接お申込みください。 2,200円

日商プログラミング
★日商ネット試験★

EXPERT
STANDARD
BASIC
ENTRY

各試験会場による ☆日商ネット試験のお申込みは下記試験会場に
　直接お申込みください。

EXPERT:	6,600円
STANDARD：	5,500円	
BASIC:	 4,400円
ENTRY:	 3,300円

■日本商工会議所検定「リテールマーケティング（販売士）検定」
2021年度から１級～３級の全級をネット試験方式で行うことになりました。「ネット試験方式」とは、試験会場として認定をうけた全
国のネット試験会場において、同会場が定めた試験日時（随時）に、試験問題の出題・解答・採点・合否判定までを同会場に設置され
ているパソコン上で行う試験方式となります。受験を希望される方は、日本商工会議所ホームページをご覧ください。　https://
www.kentei.ne.jp/（日本商工会議所検定試験ウェブサイト）

☆【日商ネット試験】日商PC・簿記初級･原価計算初級・日商プログラミング会場☆
☆㈲ドリームカレッジ　〒923-0043　小松市一針町ホ47番地　TEL 21-8700    http://www.dream-college.com

東
京
商
工
会
議
所
検
定
試
験

IBT（インターネット経由で行う試験）・CBT（テストセンターでのPCで行う試験）選択方式
CBT選択の場合、下記の受験料に別途手数料2,200円がかかります。

検　定　名 級 試験期間 申込期間 受験料（税込）

カラーコーディネーター アドバンス
スタンダード

7月1日〜7月19日
10月21日〜11月7日

5月25日〜6月3日
9月13日〜9月22日

アドバンス 7,700円
スタンダード 5,500円

ビジネス実務法務 ２・３級 7月1日〜7月19日
10月21日〜11月7日

5月25日〜6月3日
9月13日〜9月22日

２級　7,700円
３級　5,500円

福祉住環境
コーディネーター ２・３級 7月22日〜8月8日

11月11日〜11月28日
6月15日〜6月24日
10月5日〜10月14日

２級　7,700円
３級　5,500円

BATIC（国際会計）
※2022年度で終了 ー 7月22日〜8月8日

11月11日〜11月28日
6月15日〜6月24日
10月5日〜10月14日 5,500円

環境社会（eco） ー 7月22日〜8月8日
11月11日〜11月28日

6月15日〜6月24日
10月5日〜10月14日 5,500円

ビジネスマネジャー ー 7月1日〜7月19日
10月21日〜11月7日

5月25日〜6月3日
9月13日〜9月22日 7,700円

☆詳細・申込は東京商工会議所検定センター　TEL 03-3989-0777　もしくは 東京商工会議所検定試験情報


